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Abstrak 
 

Hafni Zuraida Inayah. 2024. Kendala Internal dan Eksternal Mahasiswa 

Pendidikan Bahasa Jepang di Universitas Negeri Jakarta dalam Menulis Karya 

Ilmiah. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas Bahasa dan 

Seni, Universitas Negeri Jakarta.  

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui kendala-kendala yang dialami oleh 

mahasiswa program studi pendidikan bahasa Jepang dalam menulis karya ilmiah 

(skripsi/non-skripsi). Teori yang digunakan dalam penelitian ini adalah teori 

kendala internal dan eksternal yang dikemukakan Suryabrata (2014). Penelitian 

ini menggunakan metode analisis deskriptif kualitatif dan juga teknik 

pengumpulan data angket.  

Berdasarkan hasil penelitian ini terdapat 2 jenis kendala yang dialami oleh 

mahasiswa dalam menulis karya ilmiah (skripsi/non-skripsi). Kedua jenis kendala 

tersebut adalah kendala internal seperti motivasi, prestasi dan kemampuan 

kognitif dan kendala eksternal seperti lingkungan dan instrumental misal sekolah, 

guru, kurikulum dan model pembelajaran. Salah satu faktor internal yang 

mempengaruhi dalam penulisan adalah kurangnya pengetahuan dalam metodologi 

penelitian sebanyak 69%. Hal ini tentunya disebabkan dari kurang membaca pada 

mahasiswa, sehingga menyebabkan terkendala untuk menulis karena kurangnya 

referensi untuk menulis. Lalu salah satu faktor eksternal yang berpengaruh juga 

pada penulisan karya ilmiah mahasiswa, sebanyak 73% mahasiswa menjawab 

bahwa faktor eksternal yang berpengaruh adalah faktor lebih suka membuat karya 

ilmiah secara kelompok. Hal ini dikarenakan dengan membuat secara kelompok 

dapat bertukar pikiran, bisa saling membantu, pekerjaan lebih terasa ringan dan 

meningkatkan kepercayaan diri.  

 

Kata kunci : Kendala Internal, Kendala Eksternal, Karya Ilmiah 
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Abstract 
 

Hafni Zuraida Inayah. 2024. Internal and External Obstacles for Japanese 

Language Education Students at Jakarta State University in Writing Scientific 

Papers. Thesis, Japanese Language Education Study Program, Faculty of 

Languages and Arts, State University of Jakarta. 

This study aims to determine the obstacles experienced by Japanese language 

education study program students in writing scientific papers (thesis/non-thesis). 

The theory used in this research is the theory of internal and external constraints 

put forward by Suryabrata (2014). This research uses qualitative descriptive 

analysis methods and also questionnaire data collection techniques. 

Based on the results of this study, there are 2 types of obstacles experienced by 

students in writing scientific papers (thesis/non-thesis). The two types of 

constraints are internal constraints such as motivation, achievement and cognitive 

abilities and external constraints such as environmental and instrumental, for 

example schools, teachers, curriculum and learning models. One of the internal 

factors that influences writing is a lack of knowledge in research methodology as 

much as 69%. This is of course caused by students' lack of reading, which causes 

them to be hampered in writing due to a lack of references for writing. Then one 

of the external factors that also influences student writing of scientific work, as 

many as 73% of students answered that the external factor that influences is the 

factor that they prefer to write scientific work in groups. This is because by 

making groups able to exchange ideas, help each other, the work feels lighter and 

increases self-confidence.  

 

Keywords: Internal Constraints, External Constraints, Scientific Work 
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ジャカルタ国立大学日本語教育学生が科学論文を書く際の内外の障害 

ジャカルタ国立大学 

Hafni Zuraida Inayah 

hafnizuraidainayah@gmail.com 

 

概要 

A. 背景 

この研究は、日本語教育研究プログラムの学生が科学論文を執筆する

際に経験する障害を明らかにすることを目的としている。 この研究

で使 用さ れ た 理論 は  Suryabrata (2014) か ら引 用 さ れ た 。  

Suryabrata 氏によると、大学生が科学論文を書く際に経験する要因

は 2 種類ある。 内的要因とは、モチベーション、達成度、認知能力

など、自分自身から来るあらゆる障害のことです。 外部要因とは、

環境や手段、たとえば学校、教師、カリキュラム、学習モデルなど、

外部から来る障害である。この研究は、定性的記述分析手法とアンケ

ートデータ収集手法を使用して確立された。 

 

B. 問題提供 

本研究の問題は以下の通りである。 

1. ジャカルタ国立大学の日本語教育研究プログラムの学生が経験する

内なる障害は何ですか。 

2. ジャカルタ国立大学の日本語教育研究プログラムの学生が経験する

外的障害は何ですか。 
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C. 解決 

     研究におけるアンケートの形式でのデータ収集は、経験する内部と

外部障害に答えるための重要な手段がある。全てのデータが理解しやすく

するため、以下の表にする。 

障害 番号 声明 回答 

パーセン

テージイ

ンデック

ス 

内部 

モチベーシ

ョン 
1 

科学的な研究の作成で問

題が発生する (論文/本

稿) 

はい 95% 

いいえ 5% 

モチベーシ

ョン 
2 

科学的な研究をすること

にモチベーションが欠け

ていると感じる(論文/本

稿) 

同意する 59% 

同意しない 36% 

まったく 

同意しない 
5% 

モチベーシ

ョン 

 

3 

私は科学的な研究されて

いる問題に関連するジャ

ーナルを読む習慣がある 

週に 1 冊のジ

ャーナル 
49% 

週に 2 冊のジ

ャーナル 
11% 

週に 2 冊以

上の 

ジャーナル 

20% 

ジャーナルを

読まない 
20% 

モチベーシ

ョン 
4 

私は独立性と逆境に対す

る立ち直りを学んでいる 

同意する 29% 

同意しない 64% 
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まったく 

同意しない 
7% 

成果 5 

科学的な研究に取り組む

時間を他の活動と分ける

のが難しいである 

同意する 65% 

同意しない 25% 

まったく 

同意しない 
9% 

成果 6 
文章力に関してはある程

度の実績がある 

はい 4% 

いいえ 96% 

成果 7 

社会奉仕やその他の活動

報告書の作成に携わった

ことがある 

はい 63% 

いいえ 37% 

認知能力 8 
アイデアを文章にまとめ

るのが難しい 

同意する 65% 

同意しない 27% 

まったく 

同意しない 
8% 

認知能力 9 
科学的な研究方法論の知

識が不足していると感じ 

同意する 69% 

同意しない 27% 

まったく 

同意しない 
4% 

認知能力 10 

科学的な研究テーマに関

する理論が理解できない

気がする 

同意する 29% 

同意しない 51% 

まったく 

同意しない 
20% 

認知能力 11 
研究方法論に関する知識

を独自に得ることがある 

同意する 51% 

同意しない 35% 

まったく 

同意しない 
15% 



 

ix 

 

認知能力 12 

研究テーマ論に関する知

識を独自に得ることがあ

る 

同意する 61% 

同意しない 33% 

まったく 

同意しない 
6% 

認知能力 13 
自分の文章力には自信が

ある 

同意する 29% 

同意しない 49% 

まったく 

同意しない 
22% 

認知能力 14 
すでに JLPT レベル相当の

日本語能力を持っている 

N1 0% 

N2 5% 

N3 71% 

N4 17% 

N5 7% 

外部 

環境 15 

家庭の問題により論文執

筆が進まない 

(論文/本稿) 

同意する 17% 

同意しない 36% 

まったく 

同意しない 
47% 

環境 16 
同僚や家族が私にモチベ

ーションを与えてくれる 

同意する 85% 

同意しない 12% 

まったく 

同意しない 
3% 

参照 17 
研究の参考資料を見つけ

るのが難しい 

同意する 65% 

同意しない 31% 

まったく 

同意しない 
4% 

参照 18 
既存の参考書で十分だと

思う 

同意する 33% 

同意しない 60% 
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まったく 

同意しない 
7% 

先生 19 
先生に指導を受けに行く

と不安で不安になる 

同意する 61% 

同意しない 17% 

まったく 

同意しない 
21% 

先生 20 

先生は、研究資料の指導

以外にも支持/励ましを提

供する 

同意する 85% 

同意しない 9% 

まったく 

同意しない 
5% 

学習モデル 21 

科学的な仕事を完了する

際の先生の指導スタイル

を感じました 

(論文/本稿) 

同意する 89% 

同意しない 9% 

まったく 

同意しない 
1% 

先生 22 
先生と指導スケジュール

を調整するのが難しい 

同意する 27% 

同意しない 33% 

まったく 

同意しない 
40% 

先生 23 

先生は学生を指導するた

めに一定の定期的なスケ

ジュールを持っている 

同意する 65% 

同意しない 31% 

まったく 

同意しない 
4% 

学習モデル 24 

書き込みコンテストなど

の活動の準備に関して、

体系的な方法で指導を受

ける 

はい 21% 

いいえ 79% 



 

xi 

 

カリキュラ

ム 
25 

語学教育ゼミ、総合演

習、論文ゼミ、研究法な

どの日本語教育の学習プ

ログラムの中で、学術論

文の執筆に関連した講義

が該当する 

構造化 67% 

非構造化 32% 

全く 

非構造化 
1% 

学習モデル 26 
私はグループで科学的な

研究をすることを好み 

同意する 73% 

同意しない 17% 

まったく 

同意しない 
9% 

学習モデル 27 
私は自分で科学的な研究

をすることを好み 

同意する 21% 

同意しない 56% 

まったく 

同意しない 
23% 

 

D. 結論  

   研究の結論は、 

1. 主要な内部障害要因は「研究方法論の知識の欠如」で、69% が

「同意する」と回答しました。 

2. 主要な外部制約要因は「学生はグループシステムを使用して科学的

作品を作成することを好む」であり、回答率は 73% で「同意する」

と回答しました。  

内部制約と外部制約の間で支配的な制約は内部制約です。  
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